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電子マネーの概要
・「情報通信技術を利用した決済サービス」
・銀行間決済を小売決済に持ち込んだもの
・小売店に小型の決済用端末を設置し、オンラインで決済
　→既存のインフラを活用可能

普及の意義

消費者
・決済の手間の省略
・財布の小型化
・ネットの決済手段の選択肢
・「借金嫌い」体質への適合

小売側
・現金誤差の発生防止
・決済のスピード向上に伴う人件費削減

本論文の目指す姿
・古来から続く「貨幣⇔商品」という決済方法を電子化してより便利な未来へ
・「パスケースサイズの財布」

＜前提条件＞
・現金決済にあたる部分全てを電子化（未定）
・ポストペイ型は除外し、プリペイドのみ
・規格の統合については未定。

現状分析①
・2007年、SuicaとPasmoの相互乗り入れ、nanaco、Waonの開始等が相次ぐ「電子マネー元年」
・電子マネーの合計発行枚数が1億2654枚に到達。（人口約1億2700万人）
・「国民皆電子マネー」

現状分析②

発行枚数・利用可能店舗数ではEdyが勝るものの、利用件数では劣る。両者に相関はない。



参考資料：ポストペイとプリペイド等の違い

今後の予定…
1. 現状分析の深化、問題点の抽出。

2. 伊藤亜紀『電子マネー革命』講談社現代新書, 2011に掲載されている「電マネ口座」
という、ネットバンキングの電子マネー版、つまりB to Cの決済だけでなく、C to Cで
の決済においても電子マネーを利用すべきという主張の分析と自分の意見を加えていく。
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